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作品管理ので きる新館建設

基金 の 目的の ひ とつ は、《原爆 の 図 》保 存 展 示 の た め の新 館 建 設 で す 。 美 術 館 の東 側 敷 地 内 に、

作品管理 の可能 な 100」 程 度 の展 示 室 や 地 下 収 蔵 庫 を備 えた建物 を建設 します。新 館 完 成 後 は

《原爆 の図》 を、年 4回程度の展示替えをしなが ら順 次公 開。現在 の展 示 室 で は、 《原爆の図》 14点
の原寸大複製 を作成 し、常設展示を続 けます。

ア ー カ イ ブ の 整 理

も う ひ とつ は 、 ア ー カ イ ブ の 整備 です 。 現 在 も、 丸 木 夫 妻 関係 資料 の保 存 収 集 を行 って い

ます が 、一般 に公 開 で き るだ けの整理 や デ ジタル化 の作業 はで きていませ ん。こ う した 資 料 は 、

作 品理 解 を深 め るために必要です。将来的にはイ ンターネ ッ ト・ アニカイブの確立、 ウェブサイ ト

の多言語化 。海 外発信 の充 実 を 目ざ します。

未来 に歴史 をつな ぐため に

基 金 の 日標 金 額 は 5億 円 で す 。 丸 木 美 術 館 に とっ て例 の な い大 規 模 な募 金 活 動 とな ります 。

こ の 美 術 館 は 、 行 政 や 企 業 の 支 援 に頼 る こ とな く、 市 民 の力 にt支 え られ て き ま した。 これ

か らも 《原 爆 の 図》 を中心 に、 自由で 自立 した活動ので きる美 術 館 と して t歴 史 をつ な い で い

き た い と願 つて い ま す 。 どうぞ、 お力 をお貸 しくだ さい。

公益 財 団法人原瀑 の図丸木美術館
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原爆の図保存基金

[| このチラシの配布にご協力いただける場合、ご希望の分だけチラシを

(   )部送付希望

裏面の注意事項をお読み ください。 (ゆ うちょ銀行 )
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これより下部にはイ可も言己入しないでください。


